
ニュース　・面

介護ＢＩＺ　～面

医療　面

関西　面

地方都市　面

トップインタビュー　面

ＴＯＰＩＣＳ ホ
ス
ピ
ス
住
宅
に
多
様
性

住
宅
型
有
老

ラ
ン
キ
ン
グ
　

１
位
は
ベ
ネ
ッ
セ
、ア
ン
ビ
ス
続
く

住
宅
型
、自
由
度
高
く

「
集
客
上
も
利
点
」

＜図１＞増加する「ホスピス住宅」の分布図＜図１＞増加する「ホスピス住宅」の分布図

社保審・介護給付費分科会　介護情報集約化へ
介護テック、開発促進
スタートアップに支援窓口

3　e　e　e　デイで“ワーキングリハ”
精米や米ぬか石鹸販売も

LITALICO　重度障害者ＧＨ参入　三鷹に女性専用
サインキューブ
シフト最適化で睡眠確保

あなぶき興産　関西での開発加速

静岡市　介護予防、成果連動で

医療法人社団三喜会鈴木理事長
介護医療院、医療・介護を一体で

佐々木淳氏コラム
専門職の能力、生かす環境を

　
本
紙
の
記
者
と
な
っ

て
以
降
、
「
自
分
が
意

識
し
て
い
る
情
報
が
自

然
と
目
に
入
る
よ
う
に

な
る
カ
ラ
ー
バ
ス
効

果
」
と
い
う
も
の
を
、

体
感
し
て
い
る
。
街
を

歩
く
と
、
「
サ
高
住
」

や
「
有
老
」
、
「
リ
ハ

ビ
リ
特
化
型
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
」
な
ど
、
本
当
に

よ
く
見
か
け
る
よ
う
に

な
っ
た
。
▽
他
方
で
、

普
通
の
ビ
ル
や
マ
ン
シ

ョ
ン
、
戸
建
て
に
紛
れ

て
い
る
介
護
事
業
所
を

見
る
と
、
こ
う
し
た
事

業
所
を
一
般
の
人
が
認

識
す
る
こ
と
は
相
当
ア

ン
テ
ナ
を
張
っ
て
い
な

け
れ
ば
難
し
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
と
思

う
。
「
介
護
施
設
は
閉

鎖
的
に
な
り
が
ち
だ
」

と
は
よ
く
聞
く
が
、
確

か
に
そ
う
な
の
だ
ろ
う

と
思
わ
せ
る
。
▽
独
居

高
齢
者
が
増
え
る
今

後
、
住
民
が
直
接
「
こ

こ
に
行
き
た
い
！
」
と

思
わ
せ
る
事
業
所
づ
く

り
が
、
住
民
の
介
護
ア

ク
セ
ス
を
強
め
る
上
で

も
重
要
と
な
っ
て
い
く

の
だ
ろ
う
。
▽
パ
ッ
と

目
を
惹
く
よ
う
な
設
備

か
、
打
ち
出
す
コ
ン
セ

プ
ト
か
、
は
た
ま
た
交

流
イ
ベ
ン
ト
か
、
勝
負

の
仕
方
は
各
社
に
委
ね

ら
れ
て
い
る
。

高齢者住宅新聞（１） 第号
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Ｔ
Ｒ
デ
ー
タ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
東
京
都
中
央
区
）
が
２
月
に
更
新
し
た
最

新
版
「
福
祉
施
設
・
高
齢
者
住
宅
Ｄ
ａ
ｔ
ａ
ｂ
ａ
ｓ
ｅ
」
よ
り
、
住
宅
型
有

料
老
人
ホ
ー
ム
定
員
数
上
位

法
人
を
紹
介
す
る
。
近
年
の
住
宅
型
有
老
で

は
「
ホ
ス
ピ
ス
住
宅
」
の
増
加
が
注
目
さ
れ
る
一
方
、
外
部
サ
ー
ビ
ス
と
の

連
携
や
ハ
ー
ド
面
で
の
自
由
度
の
高
さ
を
活
か
し
た
多
様
な
モ
デ
ル
も
出

現
。
ラ
ン
キ
ン
グ
に
も
各
社
の
戦
略
の
幅
広
さ
が
見
て
取
れ
る
結
果
と
な
っ

た
。

高齢者住宅協会
木村祐介副会長

グッドタイム
リビング
河合淳社長

HITOWA
ケアサービス
山本晃弘執行役員

赤人型がホスピス住宅、青ハウスが緩和ケア病棟（制作：ＴＲデータテクノロジー）

高齢者住まい事
業者団体連合会
光元兼二事務局長

　
サ
高
住
と
の
比
較
で
言

う
と
、
現
在
各
都
道
府
県

の
運
営
基
準
や
行
政
対
応

の
側
面
で
有
老
と
サ
高
住

は
ほ
ぼ
違
い
が
な
く
な
っ

て
い
る
。
一
方
ハ
ー
ド
面

に
お
い
て
は
、
サ
高
住
は

共
用
部
の
面
積
や
設
備
な

ど
が
厳
格
に
定
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
サ
高
住

整
備
補
助
金
の
受
給
を
マ

ス
ト
と
考
え
な
い
事
業
者

で
あ
れ
ば
、
住
宅
型
有
老

を
選
択
し
た
方
が
専
有

部
、
共
用
部
と
も
よ
り
自

由
度
の
高
い
、
あ
る
い
は

経
済
性
を
追
求
し
た
設
計

が
可
能
だ
と
考
え
る
。

　
介
護
報
酬
の
面
で
は
、

ど
ち
ら
も
「
外
付
け
型
」

で
あ
り
、
出
来
高
の
ケ
ア

プ
ラ
ン
を
組
む
こ
と
に
変

わ
り
な
い
が
、
一
般
消
費

者
に
と
っ
て
は
「
住
宅
型

有
老
の
方
が
サ
高
住
よ
り

も
介
護
へ
の
対
応
力
が
あ

る
」
と
認
識
さ
れ
や
す
い

印
象
が
あ
る
。

　
当
社
は
住
宅
型
で
あ
る

か
ら
こ
そ
自
立
か
ら
要
支

援
、
そ
し
て
介
護
度
の
高

い
人
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
状

態
の
人
が
自
分
ら
し
く
暮

ら
せ
る
住
ま
い
を
提
供
し

て
き
た
。
日
々
の
生
活
に

お
い
て
も
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
、
当
社
が
新
た
に
策
定

し
た
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー

ジ
「
人
生
に
、
グ
ッ
ド
タ

イ
ム
を
。
」
の
具
現
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
後
、
高
齢
者
人
口
の

増
加
に
よ
り
高
齢
者
の
ニ

ー
ズ
は
多
様
化
す
る
。
住

宅
型
の
自
由
度
の
高
い
経

営
ス
タ
イ
ル
を
活
か
し
な

が
ら
、
さ
ら
に
介
護
と
医

療
の
連
携
強
化
を
進
め
、

社
会
課
題
の
解
決
に
貢
献

し
て
い
く
考
え
だ
。

　
定
員
数
１
位
は
ベ
ネ
ッ

セ
ス
タ
イ
ル
ケ
ア
で
、
２

位
と
約
１
７
０
０
名
差
を

つ
け
た
。
２
位
が
ア
ン
ビ

ス
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
。

同
社
の

年
９
月
期
上
半

期
の
決
算
に
よ
る
と
、


年
９
月
末
ま
で
に
展
開
施

設
数
は
１
３
１
施
設
、
定

員
数
は
６
６
２
１
名
に
す

る
計
画
。
３
位
に
川
島
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
続

く
。

　
有
料
老
人
ホ
ー
ム
は


年
時
点
で
１
万
５
０
０
０

件
を
超
え
、
他
の
施
設
、

住
ま
い
の
類
型
と
比
較
し

て
増
加
の
ペ
ー
ス
も
早
い

（
社
会
保
障
審
議
会
介
護

給
付
費
分
科
会

年
８
月

７
日
）
。

　
近
年
は
住
宅
型
有
老
に

訪
問
看
護
、
訪
問
介
護
を

併
設
し
癌
末
期
、
難
病
な

ど
に
対
応
す
る
「
ホ
ス
ピ

ス
住
宅
」
を
始
め
る
企
業

が
事
業
規
模
を
問
わ
ず
増

え
て
い
る
。
「
こ
の
モ
デ

ル
は
今
後
も
ニ
ー
ズ
が
高

ま
る
と
言
え
る
が
、
現
時

点
で
は
住
宅
型
有
老
全
体

で
み
る
と
局
地
的
な
動
き

だ
」
と
Ｔ
Ｒ
デ
ー
タ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
曽
根
隆
夫
取
締

役
は
述
べ
る
。
ホ
ス
ピ
ス

住
宅
を
展
開
す
る
主
要
企

業
ら
の
年
間
退
去
率
平
均

は

・
５
％
。

％
台
の

企
業
も
あ
る
。
退
去
率
平

均
が

％
以
上
の
ホ
ー
ム

を
ホ
ス
ピ
ス
住
宅
該
当
と

み
な
す
と
、
そ
の
合
計
施

設
数
は
２
７
６
ヵ
所
。
こ

れ
は
全
住
宅
型
有
老
の
約

２
％
に
と
ど
ま
る
（
Ｔ
Ｒ

デ
ー
タ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）。

　
他
方
で
「
激
戦
区
も
出

て
き
て
い
る
」
と
の
声
も

聞
か
れ
る
。
緩
和
ケ
ア
病

棟
と
ホ
ス
ピ
ス
住
宅
を
プ

ロ
ッ
ト
し
た
地
図
を
見
る

と
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
の
あ

る
エ
リ
ア
に
ホ
ス
ピ
ス
住

宅
が
固
ま
る
傾
向
が
う
か

が
え
る
が
、
西
日
本
は
東

日
本
と
比
較
し
て
少
な
い

傾
向
が
見
て
取
れ
る
。

「
大
手
の
事
業
方
針
な
ど

に
も
よ
る
が
、
西
日
本
に

は
医
療
病
床
が
多
い
分
、

病
床
で
過
ご
す
癌
患
者
が

多
い
の
で
は
な
い
か
」
と

曽
根
取
締
役
は
推
測
す

る
。
現
に
都
道
府
県
別
の

病
床
供
給
率
を
見
る
と
、

上
位
１
位
か
ら
７
位
が
順

に
高
知
（
供
給
率

・
１

％
）
、
鹿
児
島
、
佐
賀
、

熊
本
、
宮
崎
、
大
分
、
福

岡
、
徳
島
（
供
給
率

・

６
％
）
と
西
日
本
の
県
が

占
め
る
（
Ｔ
Ｒ
デ
ー
タ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
）
。

　
医
療
に
特
化
し
た
住
ま

い
が
広
が
り
を
見
せ
る

中
、
三
井
不
動
産
レ
ジ
デ

ン
シ
ャ
ル
ウ
ェ
ル
ネ
ス
や

ハ
ー
フ
・
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

・
モ
ア
、
長
谷
工
シ
ニ
ア

ウ
ェ
ル
デ
ザ
イ
ン
な
ど
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
整
備
し

つ
つ
も
自
立
に
重
点
を
置

い
た
戦
略
を
と
る
企
業
の

ラ
ン
ク
イ
ン
も
目
立
つ
。

事
業
モ
デ
ル
の
設
計
の
し

や
す
さ
が
こ
う
し
た
幅
の

広
さ
を
生
み
出
し
て
い
る

と
も
い
え
る
。

　
設
計
の
自
由
度
は
圧
倒

的
に
住
宅
型
が
一
番
高

い
。
土
地
や
地
域
、
コ
ン

セ
プ
ト
に
合
わ
せ
た
施
設

づ
く
り
が
し
や
す
い
。
最

大
の
メ
リ
ッ
ト
は
公
募
が

な
く
、
選
定
に
左
右
さ
れ

な
い
の
で
事
業
計
画
が
立

て
や
す
い
と
こ
ろ
に
あ

る
。

　
入
居
要
件
で
も
、
例
え

ば
サ
高
住
と
比
し
て
住
宅

型
の
方
が
広
く
募
集
を
か

け
ら
れ
る
。

　
自
立
し
た
生
活
を
望
む

高
齢
者
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
コ
ン
セ
プ
チ

ュ
ア
ル
な
高
齢
者
住
宅
の

市
場
も
拡
大
傾
向
に
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
認
知
症

や
病
気
に
な
っ
た
場
合
の

不
安
や
、
独
居
と
な
る
こ

と
へ
の
不
安
も
増
し
て
い

る
。今
後
は「
健
康
志
向
」

と「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
」な
ど
、

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
や
栄
養
管

理
、
健
康
維
持
の
た
め
の

サ
ー
ビ
ス
や
、
ス
マ
ー
ト

ホ
ー
ム
技
術
を
活
用
し
た

生
活
環
境
が
期
待
さ
れ
る

だ
ろ
う
。

　
住
宅
型
有
老
の
展
開
は

次
の
３
パ
タ
ー
ン
に
整
理

で
き
る
。
１
つ
目
は
本
来

介
護
付
有
老
を
設
置
し
た

い
が
総
量
規
制
で
で
き
な

い
ケ
ー
ス
。
２
つ
目
は
、

付
帯
サ
ー
ビ
ス
・
価
格
の

自
由
度
か
ら
住
宅
型
を
選

択
し
て
い
る
ケ
ー
ス
。
昨

今
の
医
療
に
特
化
し
た
ホ

ー
ム
も
こ
の
部
類
に
入
る

だ
ろ
う
。
３
つ
目
は
、
安

価
な
サ
ー
ビ
ス
展
開
を
目

的
と
し
て
い
る
ケ
ー
ス

だ
。
こ
の
よ
う
な
背
景
で

住
宅
型
は
高
齢
者
向
け
住

ま
い
の
７
割
を
占
め
る
状

況
と
な
っ
た
。

　
顧
客
か
ら
見
た
場
合
に

選
択
肢
が
多
様
化
し
て
い

る
こ
と
は
メ
リ
ッ
ト
だ

が
、
行
政
か
ら
も
発
信
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
一
部
事

業
者
に
よ
る「
囲
い
込
み
」

適
正
化
の
必
要
性
が
謳
わ

れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
。

事
業
者
や
行
政
と
連
携
し

実
効
性
の
あ
る
対
策
を
講

じ
て
い
き
た
い
。


